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表現は、非公式なやり方で目標達成に必要な時間を短縮するとい意味で使われる。お役所仕事に時間がかかりすぎたり、 立病院の診療や保育園への入園待ちに長い行列ができていたり、あ いは急ぎの用事をできるだけ早く済ませたいときなど、人々は袖の下やコネを使って、すば く問題を解決しようとする である。　
時間の節約を理由に賄賂を支払
うもっとも典型的な例が、交通警察による取り締まりだ。カザフスタンなど旧ソ連圏では、交通違反でつかまったら公式な罰金を払うより賄賂を渡すことを選ぶドライバーが多い。なぜな 賄賂のほうが安く済むだけで く、公式な手続きを踏もうとすると時間と手間がかかりすぎるからだ そもそも本当に交通違反をしたのか、それとも最初 ら賄賂をとる目的 難
癖をつけられたのかは、ドライバーにはしばしばわからないのだが。　
交通警察に賄賂を払って運転免
許を取得した、という例も枚挙にいとまがない。免許を「買った」人たちの典型的な説明は次のようなものだ。たとえ筆記や実技の試験に合格する に必要 知識や運転技術があっても、カネを渡さなければ回答を操作され り、ごく些細なミスを指摘されたりして不合格になる。何度も試験を受け直すよりも、賄賂を払ったほうが結局、時間やお金の節約に る。とはいえカネで免許を手に入れたちのなかには、そもそも試験を受けるのが面倒くさかった、という人もも ろんいるだろう。　
何の説明もなく長時間待たされ

















問題解決にカネを介在さ ることの意味を的確かつ簡潔に表現している。便宜を図 くれた人に謝礼を払うということは、カネ 道義的な負債を返済し、将来、世話を返す義務を回避する を意味する。長期的で互酬的な関係を構築するかわりに、その都度、カネで清算 のである。　
資本主義経済の導入は、二つの















な甥っ子の将来を心配して、よりレベルの高 高校に転入させようとした。しかし甥の成績ではとも入れない。そこでサウレは教育関係者の知り合いと（彼女自身の表現によれば） 「バーター」取引をした。甥が 学できるよう口を利いてもらうかわりに、サウレはその知人の親戚の女性が修士号を取る手助け のである。その女性はサウレの大学で学んでいたのだが、成績が悪く口頭試験まで進めなかったため、試験だけは受けさせてもらえ よう同僚に頼み込んだのだ。知り合いといっ 、
サウレはその人とは面と向かって会ったことすらなく、すべて電話で済ませたのだが、それにもかかわらずこの取引は無事成立した。　「現金払い」にせよ「バーター」にせよ、 うし 即席のコネを通じて受けた便宜は通常、その場で清算される。その結果、互酬的な義務は残らず、人間関係も必ずしも維持されない。ある面談者の言を借りれば、お金を払って問題を解決 たら「やるべきことは全部やったので、お互い、もう他人に戻る」 。目的が達成 ればそれで完結する、一回限りのドライな関係なのだ。●親族より他　マックマンは著書『最終手段と
しての腐敗――中央アジアにおける市場へ 適応』 （参考文献）で、カザフスタンなど中央アジ 諸国で贈収賄が蔓延しているのは、計画経済と決別 た ちも市場を十分に機能させ 諸制度が育たず、生活に不可欠なリソースが不足したためだと論じた。そのような状況下で、豊かな親族に頼 ことできない人々に っては、贈賄がモノやサービスを入手する唯一の手段なのだ、というのが彼女の主
張である。　
腐敗撲滅の処方箋として導入さ









えた人（二〇六人）に対して、親族、友人、知人のうち実際に頼ったのは誰かを選んでもらったところ、 「知人」と答えた が六三・六％、 「友人」が五二・四％で、「親族」は最も少ない二二・八％であった（複数回答） 。ちなみにコネの利用については、すでに述べたとおり回答者の三人に一（三一四人）が「金銭的その他の報酬を渡すことなく、コネだけで問題を非公式に解決した」と答えているが、その「 」が具体的に誰かを聞いてみると「知人」がもっとも多く六五・三％、 「友人」が四四・三％であり、 「親族」は二〇・一％に過ぎない（複数回答） 。　
当然ながら、ある特定の問題を
解決するために役に立ったのが、たまたま親族ではなく知人のつてだった、ということはしばしばあるだろう。他方、あえて親族 はできる け援助を頼まない、という人も意外に多い。その理由を尋ねると、しばしば返ってきたのは「負い目を感じたくない」という言葉だ。親族に何かを頼んだら、いつか必ずそのお返 を なけれ
ばならない。そうした返礼の義務をうとましく思う人は、親族に頼らずカネで解決することを好むのである。ただし、普段は迷惑をかけないようにしているが、深刻な病気など重要な問題が発生した場合は親族に相談する、 話す人もいた。　
このように、カネとコネの利用
は二者択一で なく、人々は目的と状況に応じ、これら二つの戦略を組み合わせたり、使い分けたりしているのである。また、 「コネ社会」という表現から 般に連想されるのは、親類縁者を優遇するネポティズムであるが、実際にはそれよりもつながりの薄い知人に頼ることがしばしば行われている。●コネの役割　
非公式な金銭のやりとりにおい
て、コネは二つの役割を果た ている。第一に、コネは権限を持つ人物へのアクセスを保証し取引を確実にす ととも そ リスクを軽減する。いくら贈収賄が常態化していても、公になれば罪に問われる行為であ ことに変わりはなく、知らな 人物から直接お金を受け取るのは大きなリスクがある。また贈賄という行為の性質上
思いどおりの結果が得られなかったり、カネの持ち逃げや仲介者による横取りが発覚した場合でも、法的手段に訴えることはできない。そのため、直接的にせよ間接的にせよ、カネを渡す相手 信頼に足る人物か否かが 交渉の成否を左右する鍵となる。　
もうひとつは「価格」への影響
だ。強いコネは「謝礼」の金額を下げる働きを 。昔 軍専用病院で看護師をしていたショルパンは、息子二人を医科専門学校に入学させた。その際頼ったのが、母親の近しい知り合いだった学長である。ショルパンは長男の入学際には三〇〇ドル払い、その一年後、次男の入 時には三五〇ドルを払った。これは相場よりも るかに安い金額だ。　「学長さんは、お金さえ持ってくればあとは一〇〇％保証しますから、といってくれ 成績がよくても入学できない生徒がたくさんいるらしいけれど、誰に心づけを払えばいいのか、親が知らないんでしょうね」　別の事例を紹介しよう。カザフ
スタン南部出身の若者ダニヤルは徴兵を逃れるため、公務員専用の病院で働いているオジを通じ、徴
兵の責任者に五〇〇ユーロを支払った。ダニヤルは、もしこうした親族のコネがなければ、その倍は必要だ のではないか という。ちなみに同じころ別の面談者は、息子の徴兵回避 ためにア マトゥで一五〇〇ドルを支払ったそうだ。カザフスタン最大 都市と地方都市という違いを考慮に入れても、五〇〇ユーロは「割引価格」であったことは間違いない。　
このように、解決したい問題に











特定の問題の解決に必要とされる賄賂には非公式な相場があり、違反の程度（警察、裁判所） 、輸入品の価格（税関） 成績や試験の点数（学校、大学） 、手術や治療の種類（病院）などに応じて決まる。人々は自分自身の経験や知り合いから聞いた話で、おおよその相場観を持っている。あるいは自分が知らなくても周囲に聞いて回れば、比較的容易に調べ ことができる。ただし、そうした相場はあくまで目安でしか 、実際の金額は図４にあげられているような、さまざ な要素に左右される。　
四人の子を持つシングルマザー




























































二〇一三年八～九月にカザフスタン全土（アルマトゥ市、アスタナ市および一四州）で行った。調査対象は一八歳以上の成人男女八六七名で、性別、 齢、民族、居住地域は人口構成をおおむね反映している。調査は面談方式で、カザフ語およびロシア語の質問票を用い 行った（言語は回答者がいずれかを選択） 。
⑵
 質問票では「はい 親族、友人あるいは知人が助けてく た」「いいえ、金銭その他の報酬だけで、コネに頼らず自分で解決した」に加え、 「両方 ケースがあった」という選択肢を用意した。六三・八％という数字は、「はい」 （四五・二％）および「両方のケースがあった」 （一八・六％）と答えた人の割合を足し合わせたもので る。
《参考文献》M
cM
ann, K
elly M
. 2014. C
orrup-
tion A
s a L
ast R
esort: A
dapting 
to th
e M
arket in
 C
en
tral A
sia. 
Ithaca and L
ondon: C
ornell U
ni-
versity P
ress.
